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（当院の理念） 
  地域の基幹病院として、患者様に信頼され、 

  愛され、満足される、質の高い医療を目指します。 

（基本方針） 

  1. 高度医療の充実 

  1. 高齢化社会への対応 

  1. 予防医学の充実 

   を目指した、「手作りの医療」を心がけています。 

      新規導入機器の紹介 

      夏の体調管理に注意!! 
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～お知らせ～ 
 

・平成27年5月より糖尿病専門外来が始まっています。詳しくは内科または循環器科スタッフまでお問合せ 

 ください。 

・平成27年7月より、外来担当表が一部変更になりました。詳しくは当院内科スタッフにお申し出ください。 

   ■当院ホームページ 
       http://www.shimada-hsp.or.jp                                       ※スマホ・タブレット版 

                                       外来担当表ダウンロード（PDF）   
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TOPICS1 新規導入機器の紹介 



 

  

     

        夏の体調管理に気をつけましょう!! TOPICS 2 

1. 夏の代表格「熱中症」 

といえば注意しなくてはならないのが熱中症です。 

人の体は汗をかくことで体温を調節していまが、汗は体内の水分だけでなく同時にミネラル 

（塩分）も出してしまいます。あまり多くの水分やミネラルが失われると汗による体温の 

調節がうまくできなくなってしまいます。すると、逃げ場を失った熱はどんどん体にたま 

ってしまい、熱中症なってしまうのです。 

  ①こまめに水分・塩分の補給をする 

  ②暑い外での激しい運動は避ける 

  ③涼しい室内で体を休める 
などの熱中症対策を心がけましょう。また、水分補給には麦茶や経口補水液など利尿作用の少ないものがオススメです。 

スポーツドリンクは水分とミネラルが同時に補うことができてとてもいい飲み物ですが、糖分が多めなので飲みすぎには 

注意しましょう。 

2. 夏の空気の乾燥と夏風邪 

3. 上手に体調管理を!! 

「えっ、ジメジメと湿気が多い夏に空気が乾燥するってどういうこと？」と思った方。 

 

実はエアコンによって空気が乾燥してしまうのです。エアコンは涼しい風を送り出すだけでなく、こもった湿気を排出する 

こともやっています。ある程度までの除湿は不快なジメジメがなくなって快適に過ごすことができてとても良いです。 

しかし、あまり長時間つけっぱなしにしておくと今度は空気が乾燥しすぎてしまいます。 

つまり、風邪のウイルスにとってはとても快適な環境へとなってしまうのです。さらに乾燥によってのどや鼻の粘膜は湿気 

            の無い空気によって傷つき、弱くなってしまいます。 

            するとそこへウイルスがくっついて増殖をしてしまい、風邪をひきやすくなってしまうのです。 

            それにより、近年では冬に多いインフルエンザも、このエアコンによる空気乾燥によって夏にも 

            その患者数が増えています。 

            エアコンをつけるだけでなく、加湿器を上手に使用して適度に湿度も保つよう心がけましょう。 

            また、扇風機等で空気を循環させて冷えすぎないようにするのもコツです。 

            エアコンの設定は27℃前後で湿度は40～50％程度を保つようにし、暑すぎず適度に湿気がある 

            快適に過ごせる環境を整えましょう。 

夏は冷たいものを口にし、体が内側から冷やされてしまう機会も多くなります。 

すると外は暑く内からは冷やされることで、体温は一日の中でめまぐるしく変化をしています。 

このような状態が続くと、免疫力が低下をして体調を崩しやすくなってしまいます。 

暑いからと冷たいものばかりではなく、時には温かいものを口にしましょう。 

また、高温多湿の状況は食べ物が傷みやすく、細菌も繁殖しやすい状況ですので食中毒にも 

注意が必要です。 

特に生ものには気をつけましょう。さらに、直接口をつけて飲んだ飲み物をそのまま放置して 

おくと、容器の中で雑菌が大量に増えて食中毒を起こすことも報告されています。 

食べ物でなく飲み物の食中毒にも気をつけましょう。 

 

 

 夏には熱中症や夏風邪だけでなく、いろいろと体調管理に気を付けなければいけないことがたくさん 

 あります。 

 正しい対処法をもって、ひとつひとつに注意をして厳しい夏を乗り切りましょう。 


